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2014年 10月 19日 

ブライアン・ブルエット牧師 

ピリピ人への手紙：喜びの青写真ピリピ人への手紙：喜びの青写真ピリピ人への手紙：喜びの青写真ピリピ人への手紙：喜びの青写真 #15  

OICへようこそ。お越しいただきありがとうございます。パウロがピリピの教会に宛てた手

紙の学びは、今日で最後となります。このたった 104節の短い手紙には、神が私たちのクリ

スチャン人生にご計画くださった喜びをどのようにして体験するかという教えが詰まってい

ます。イエスはヨハネ 15:11 で、私たちの喜びが満たされるために来たとおっしゃいました。

神による人生の教訓がこの手紙には記されています。その内容は、神を信頼すること、互い

に励まし合うこと、今を生きること、状況に喜びを奪われてはいけないこと、などです。パ

ウロは、イエスとの絆にのみ真の喜びを見出すことができると教えます。なぜでしょう。喜

びの有無は置かれた状況によって左右されないとパウロは教えてくれました。イエスが私た

ちの主であるなら、私たちは「全体像」に目を向けることができます。私たちの国籍は天に

あります。この手紙の第一の目的は、喜びの青写真を提供することです。この手紙には、感

謝を伝えるという目的もありました。使者エパフロデトによって届けられた贈り物を感謝す

るためです。今日の聖書個所は、ピリピ 4:15-19です。 

ピリピ 4:15-19.  

4:15 ピリピの人たち。あなたがたも知っているとおり、私が福音を宣べ伝え始めたころ、マ

ケドニヤを離れて行ったときには、私の働きのために、物をやり取りしてくれた教会は、あ

なたがたのほかには一つもありませんでした。 4:16 テサロニケにいたときでさえ、あなた

がたは一度ならず二度までも物を送って、私の乏しさを補ってくれました。 4:17 私は贈り

物を求めているのではありません。私のほしいのは、あなたがたの収支を償わせて余りある

霊的祝福なのです。 4:18 私は、すべての物を受けて、満ちあふれています。エパフロデト

からあなたがたの贈り物を受けたので、満ち足りています。それは香ばしいかおりであって、

神が喜んで受けてくださる供え物です。 4:19 また、私の神は、キリスト・イエスにあるご

自身の栄光の富をもって、あなたがたの必要をすべて満たしてくださいます。 

今日のメッセージは、「神にささげることの喜び」と題しましょう。今日のみことばには、

聖書の中でも最大の約束と呼べる 19 節が含まれています。神は、私たちのニーズを満たし、

面倒をみると約束してくださいました。そのニーズには、罪の代価を払ってくださる救い主

の必要性があります。今日、このような偉大な約束を綴るよう聖霊がパウロを導かれた理由

に注目したいと思います。先週の学びは、「私は、私を強くしてくださる方によって、どん

なことでもできるのです。」というすばらしい約束をもって締めくくられました。今日は、

パウロが 19節の約束をもってこの手紙を締めくくった理由をふたつご紹介しましょう。 

#1 ささげることは励ましとなる。  

ピリピ 4:15-16 

4:15 ピリピの人たち。あなたがたも知っているとおり、私が福音を宣べ伝え始めたころ、マ

ケドニヤを離れて行ったときには、私の働きのために、物をやり取りしてくれた教会は、あ

なたがたのほかには一つもありませんでした。 4:16 テサロニケにいたときでさえ、あなた

がたは一度ならず二度までも物を送って、私の乏しさを補ってくれました。 
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ピリピの信徒たちは裕福な教会ではありませんでしたが、支援を送れば受け取った人の働き

を前進させられることを、神が彼らに示してくださいました。パウロは、信徒たちの惜しみ

なくささげる姿勢をたたえました。パウロにとって、ピリピの信徒たちはともに奉仕するパ

ートナーのような存在でした。陰のパートナーと言えるでしょうか。15節には、多少わか

りにくい表現があります。15節の「やり取り」という言葉にご注目ください。教会の信徒

たちはパウロを支援しましたが、それによって二倍の効果が得られました。「やり取り」つ

まり「やる＝与える」「取る＝得る」の両方があったのです。パウロの働きのために、教会

が支援を送りましたが、これは投資と言えるでしょう。しかし、そこには金銭を超えた側面

があります。パウロの働きを支援したという自覚から、信徒たちは満足感を得ました。これ

について、次のようなみことばがあります。 

テモテ第一 6:18,19 

6:18 また、人の益を計り、良い行いに富み、惜しまずに施し、喜んで分け与えるように。 

6:19 また、まことのいのちを得るために、未来に備えて良い基礎を自分自身のために築き上

げるように。 

天国の通貨は愛です。16節を読むと、誰かを助けることが励ましとなるという事実を知る

とどうなるかがわかります。 

ピリピ 4:16 

4:16 テサロニケにいたときでさえ、あなたがたは一度ならず二度までも物を送って、私の乏

しさを補ってくれました。 

ささげることが習慣化します。彼らは繰り返し支援を送りました。19節にあるすばらしい

約束をパウロが記したふたつめの理由は、次のとおりです。 

#2 彼らのささげものは、神を見える形で示すこととなった。 

ピリピ 4: 17-18 

4:17 私は贈り物を求めているのではありません。私のほしいのは、あなたがたの収支を償わ

せて余りある霊的祝福なのです。4:18 私は、すべての物を受けて、満ちあふれています。エ

パフロデトからあなたがたの贈り物を受けたので、満ち足りています。それは香ばしいかお

りであって、神が喜んで受けてくださる供え物です。 

17 節にあるパウロの言葉を、自らの言葉として言える説教者は少ないでしょう。パウロは、

自分の経済状況の心配などしていませんでした。むしろ、信徒たちが得る永遠の報酬のこと

を気にかけていました。私は宣教師ですから、教会や支援者からの惜しみないサポートで生

活しています。これまでに、神が信じられないようなタイミングで人々を用いてくださり、

神ご自身を示してくださった経験をしました。あるデプテーション中のできごとについてお

話しましょう。私たち夫婦は、ミシガン州デトロイト周辺で前もってデプテーションでの訪

問を申し入れておいた教会を巡回していました。ある日曜日の朝、私たちが教会に着いた時、

車にはガソリンが４分の１ほどしか残っておらず、手元には現金 5ドルしかありませんでし

た。そこは大きな教会ではありませんでしたが、働きを長期間支援してくださる期待があり

ました。お昼ごろに礼拝が終わり、駐車場を歩いていた私たちは、次の教会までどうやって

行こうかと途方に暮れていました。夕方 6時に行かなければならない教会までは 290kmも

あります。自分たちの車の前まで来たとき、その教会の男性が昼食に誘ってくれました。私

たちは迷わず、「はい行きます」と答えました。昼食を終えると、この男性は小切手で支払

えるかと会計係に尋ねました。この男性と会計係は知り合いのようでした。男性が小切手で



3 

支払いを済ませると、会計係は男性にお釣りを渡していたようですが、私はそのことに注意

を払っていませんでした。レストランを後にして男性と別れる際、私たちは握手をしました。

握手をし終わった私の手には、100アメリカドルが手渡されていました。この男性は、神を

見える形で示してくれたのです。私たちは最寄りのガソリンスタンドで車を満タンにしまし

た。ガソリンのにおいは、神にとってだけでなく私にとっても芳しい香りとなりました。無

事次の教会にたどり着き、私たちはそこで今までの最高額に匹敵する支援を受け取りました。

神は良いお方です。27年経った今、私たちは与えられた機会をすべて活かして、神を見え

る形で示そうと努めています。最後に、19節の約束です。 

ピリピ 4:19 

4:19 また、私の神は、キリスト・イエスにあるご自身の栄光の富をもって、あなたがたの必

要をすべて満たしてくださいます。 

神は映画に登場するフォースのようなエネルギー帯ではありません。人格をお持ちのお方で

す。神は私たちとの一対一の関わりをお望みです。19節は、神はあなたがたの必要をある

程度満たしてくださいます、とは言いません。すべて満たしてくださいます、と語ります。

私たちの欲しいものをすべてくださるとは約束されませんが、私たちの必要なものはすべて

与えると約束してくださいます。この約束は無条件に与えられるものではありません。神は

銀行の ATM機ではありません。その条件とは、惜しみなく犠牲を払って忠実にささげるこ

とに隠されているのではないでしょうか。ケチで怠け者で無責任な信徒の必要を神がすべて

満たされるというのは見たことがありません。私たちが与えられた所有物を責任もって管理

するよう、神は求められます。私たちの最大の必要は、十字架上でイエスが満たしてくださ

いました。私たちには恵みが必要でした。神の恵みなしには、私たちは罪の中で死にゆく運

命です。パウロが手紙に記したとおり、神の恵みによって神との永遠の絆があることをパウ

ロは知っていました。これこそが、状況に左右されず実感できる喜びをパウロにもたらした

のです。パウロが全体像に目を向けることができたからです。手紙の最後に、パウロは何人

かに向けて個人的なあいさつを綴っています。この手紙は、パウロの書簡の中でも格別な思

い入れのある手紙です。 

結び結び結び結び 

ささげることが励ましとなります。これが私たちにはわかるでしょうか。私たちは支える相

手のパートナーとなることができます。ささげることが神を見える形で示し、ささげものか

ら二倍の効果を得ることができます。私たちはこのことを理解しているでしょうか。二倍の

効果とは、与えることと得ることです。私たちにすべてを与える供給源は私たち自身のうち

にはありません。神は千の丘の家畜を所有するお方です。神の備えは尽きることがありませ

ん。神の愛は、私たちの必要をすべて満たすというお約束に表されています。神が私たちの

必要を満たしてくださるのは、私たちを愛しておられるからです。 


